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※当月報掲載のまつり・イベント情報に関し、開催中止・延期・内容変更などが生じる場合がござ

います。最新の情報につきましては、お手数をお掛けいたしますが、お問い合わせ先へご確認くだ

さいますようよろしくお願い申し上げます。 

公益社団法人栃木県観光物産協会入会の御案内 

当協会は、栃木県における観光及び県産業製品の振興に関する事業を行い、公共の福祉の増

進と地域の活性化に寄与することを目的とした団体です。 
当協会設立の趣旨に御賛同いただき、御入会くださいますよう御案内申し上げます。 

 
お問い合わせ 
公益社団法人栃木県観光物産協会 総務課 
e-mail：soumu@tochigiji.or.jp                              

https://www.tochigiji.or.jp/pdf/organization/202007/kaiin_annai.pdf 
 



トピックス 

日光自然博物館リニューアル・企画展情報 

 

●日光自然博物館リニューアルオープン 

令和５年３月３１日より、館内の展示内容が完全リニューアル！ 

自然系展示室では、３６０°カメラやドローンなどを利用して撮影した奥日光の絶景や、生き物の映像が

巨大なスクリーンに映し出され、まるでその場にいるような気分味わう事が出来ます。また、AR などの

デジタル技術も導入されており、奥日光の自然をよりリアルに体験することが出来るようになりました。

人文系展示室では、国際避暑地として発展した奥日光のストーリー映像と、男体山開山の歴史から明治以

降の歴史まで幅広く学べるグラフィック展示があり、奥日光の歴史についてより詳しく学べる展示にな

っています。大人でも夢中になって楽しむことが出来る新しい博物館をぜひお楽しみください。 

 

●奥日光絶景写真展 

リニューアルした展示とあわせてお楽しみいただける企画展も開催しております。１年を通して奥日光

で活動する日光自然博物館のネイチャーガイドが撮影した、奥日光の絶景写真を展示しております。その

時々で違った様子を見せる奥日光の自然、どの時期のどの場所で、どのような景色を見る事が出来るのか

を知って、気になる絶景に実際に会いに行ってみてはいかがでしょか。 

開催期間：令和５年 4 月１日（土）～７月９日（日） 

会 場：日光自然博物館 1 階ギャラリー 

 

【栃木県立日光自然博物館】 

開館時間 9：00～17：00（最終入館 16：30） 

営 業 日 5 月～11 月は毎日営業 

入 館 料 大人５１０円 子供２６０円 

詳しくは、日光自然博物館ホームページ https://www.nikko-nsm.co.jp もしくは、 

（TEL）0288-55-0880（FAX）0288-55-0850 までお問い合わせください。 

【栃木県立日光自然博物館  〒321-1661 栃木県日光市中宮祠 2480-1】 
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まつり・イベント情報（６月） 

 

１．初山祭（ペタンコまつり）〔足利市〕 

毎年６月１日の足利富士浅間神社の山開きに合わせ、子どもたちの健やかな成長を祈り参拝する

初山詣りが行われます。このお祭りは約 300 年前から始まったと伝えられ、足利市の重要文化財に

指定されています。 

男の子は高い山の男浅間に、女の子は低い山の女浅間へ参拝し、無病・息災・開運を祈願します。

神前で赤ちゃんの額に神社の御朱印を押してもらうことから｢ペタンコまつり｣の名で親しまれて

います。 

男の子は｢さくらの花びらの中に浅間神社｣、女の子は｢角印（２㎝角）の中に浅間神社｣の御朱印

を押します。おとなしく御朱印を押される子もいれば、驚いて泣き出してしまう子もいたり、笑顔

を見せる子もいたりと一日中賑わうお祭りです。 

○日   時  2023 年６月１日（木）6:00 頃～16:30 

○場   所  足利富士浅間神社（足利市田中町） 

○交通ガイド  電 車：東武伊勢崎線足利市駅から車で約３分または徒歩約 10 分 

JR 両毛線足利駅から車で約７分または徒歩約 20 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 15 分 

○問い合わせ  足利富士浅間神社社務所 TEL 0284-22-4472（小堀宮司） 

 

２．どうする!? シカ問題〔日光市〕 

 ビジターセンター所属の「シカ管理専門員」と一緒に、普段は職員しか入ることのできない「シ

カ侵入防止柵」沿いを歩きます。特殊な肩書を持つ彼らが普段どのように柵を管理しているのか、

シカ問題はどんな状況なのかなど、奥日光のディープな一面がのぞけます。動物の痕跡も比較的多

いルートなので、珍しいものが見られるかも… 

ルート：光徳無料駐車場→シカ柵ルートの一部→竜頭ノ滝周辺 

○日   時  2023 年６月 10 日（土）10:00～15:00 

○集 合 場 所  光徳駐車場（日光市中宮祠） 

○参 加 費  4,000 円 

○定   員  15 名 

○申 込 方 法  下記問い合わせ先へご連絡ください。 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス湯元温泉行で 

約 75 分「光徳温泉・日光アストリアホテル」下車 

車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から車で約 40 分 

○問い合わせ  日光公園財団日光支部 TEL 0288-62-2461 

 

３．東武宇都宮線フリー乗車ＤＡＹ〔栃木市・壬生町・宇都宮市〕 

東武宇都宮線フリー乗車券は、栃木駅～東武宇都宮駅の各駅の改札口でお一人様につき１枚配布

いたします。東武宇都宮線フリー乗車券を持参の方のみ、栃木駅～東武宇都宮駅の各駅に限り、当

日は何度でも乗り降り自由（無料）となります。 

○期   日  2023 年６月 10 日（土） 

○対 象 駅  東武宇都宮線栃木駅、新栃木駅、野州平川駅、野州大塚駅、壬生駅、国谷駅、 

おもちゃのまち駅、安塚駅、西川田駅、江曽島駅、南宇都宮駅、東武宇都宮駅 

○問い合わせ  東武鉄道お客さまセンター TEL 03-5962-0102 
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４．開運のまちおやま 第８回 酒造まつり 2023〔小山市〕 

清流思川が市の中心を流れ、日光連山の伏流水にも恵まれた小山市は、美味しい米の産地であり、

その資源を活かし、高い技術により、市内の酒蔵５社が美味しい酒を造りだしています。 

この美味しい酒を多くの人に味わっていただき、市内外に PR するとともに、小山市のイメージ

アップと商業の活性化を図ることを目的として、市内の蔵元５社共同による「第８回酒蔵まつり」

を開催します。 

酒の試飲会を行い、小山の酒の芳醇な味わいを楽しんでいただけるほか、おやまブランド等の出

店が多数あります。 

○期   日  2023 年６月 10 日（土） 

○場   所  小山御殿広場（小山市中央町 1丁目 1-1）※小山市役所北側 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線小山駅から徒歩約８分 

         車 ：東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○問い合わせ  （一社）小山市観光協会 TEL 0285-30-4772 

 

５．ウチョウラン展示販売〔鹿沼市〕 

 全国一の規模を誇る羽蝶蘭愛好団体の大展示即売会です。その年の話題の花、最新の花々を鑑賞

することができます。（主催：日本羽蝶蘭保存協会） 

○期   間  2023 年６月 10 日（土）～18 日（日） 

○場   所  鹿沼市花木センター（鹿沼市茂呂 2086-1）※屋外 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線鹿沼駅または東武日光線新鹿沼駅からタクシーで約 10 分 

            JR 日光線鹿沼駅からリーバス運転免許センター線で約 14 分 

「花木センター」下車 

            東武日光線新鹿沼駅からリーバス運転免許センター線で約 23 分 

「花木センター」下車 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約５分 

○駐 車 場  無料 1,000 台 

○問い合わせ  鹿沼市花木センター TEL 0289-76-2310 FAX 0289-76-3107 

 

６．名草ホタルまつり〔足利市〕※開催予定 

 足利市名草、名草川流域は、ほたるの保存と再生活動が評価され、平成元年に環境庁（現在は環

境省）から「ふるさと生きものの里」として認定されました。 

 ゲンジボタルの乱舞のピークは、午後８時～午後９時頃で、蒸し暑く雨の降らない夜に多く見ら

れるようです。 

ホタルまつり期間中は例年売店が出て、地元の新鮮な野菜、かき氷、和菓子等の販売も行われ、

楽しくホタルを観賞することができます。 

※新型コロナウイルス感染拡大の状況を考慮し、中止や規模縮小の可能性もございます。 

○期   間  2023 年６月 10 日（土）～30 日（金）＜毎年同期間開催＞ 

○場   所  名草川沿い（足利市名草町全般） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から車で約 25 分 

東武伊勢崎線足利市駅から車で約 30 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 15 分 

            ※カーナビは、足利市名草下町 752 で検索してください。 

             （住所は個人宅です。ホタル観賞用駐車場は隣地になります。） 

○問い合わせ  名草公民館 TEL 0284-41-9977 
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７．屋台のまち中央公園イベント〔鹿沼市〕 

 ６月 15 日の栃木県民の日にちなみ行われるイベントです。 

かつて鹿沼の三名園と呼ばれた掬翠園
きくすいえん

にて、お茶会や民話の語りべが開かれます。新緑みなぎる

庭園の中で、心を落ち着かせる時間を味わってみてはいかがでしょうか。 

○日   時  2023 年６月 11 日（日） 

        ■お茶会 10:00～15:00 

        ■さつきの里むかしかたり 14:00～15:00 

         栃木県にまつわる昔話を披露します。 

○場   所  屋台のまち中央公園（鹿沼市銀座 1-1870-1）※屋外 

○料   金  ■お茶会 茶券代 500 円（施設受付にてお求めください。） 

        ■さつきの里むかしかたり 入場無料 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線鹿沼駅または東武日光線新鹿沼駅からタクシーで約５分 

            JR 日光線鹿沼駅または東武日光線新鹿沼駅からリーバス上久我線で 

約５分「久保町」下車 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料 30 台 

○問い合わせ  （一社）鹿沼市観光協会 

TEL 0289-60-6070 FAX 0289-62-5666 HP https://kanuma-kanko.jp 

 

８．県民の日協賛 音楽祭～新緑の箏
こと

の調べ～〔日光市〕 

新緑薫る御用邸で本格的な邦楽演奏会を開催します。出演は、県内外で幅広く活躍する邦楽グル

ープ「和久文子と素敵な仲間たち」です。総ヒノキ造りのホールの中で伝統邦楽器の見事な調べを

ご堪能ください。 

○日   時  2023 年６月 17 日（土） 

        ■午前の部 10:30～11:30 

■午後の部 14:30～15:30 

※会場は見学コースの後半にあるため、開始時刻の 30～40 分前に入園される 

ことをお勧めします。 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園研修ホール（日光市本町 8-27） 

○出 演 者  和久文子と素敵な仲間たち（和久文子・福田智久山・前川智世） 

○料   金  入園料：大人 600 円、小・中学生 300 円 

○定   員  各回 70 名（先着順・予約不要） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 10 分「日光田母沢御用邸記念公園」 

下車徒歩約１分 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約５分 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園 TEL 0288-53-6767 

 

９．第 29 回芭蕉の里くろばね紫陽花まつり〔大田原市〕 

花の公園として親しまれている黒羽城址公園周辺に植栽されている約6,000株のアジサイの開花

に合わせて「くろばね紫陽花まつり」を開催します。公園内の橋上から堀跡沿いにアジサイを展望

できます。 

期間中は、俳句大会や写真コンテストなど各種イベントが開催されるとともに、売店なども設置

されます。夜間（19 時～21 時）にはライトアップが行われ、夜でもアジサイを楽しめます。 

なお、黒羽城址公園入口には案内所を開設します。 

○期   間  2023 年６月 24 日（土）～７月９日（日） 
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○場   所  黒羽城址公園及び周辺地区（大田原市前田） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線西那須野駅から関東バス五峰の湯線で約 40 分 

「大雄寺入口」下車徒歩約 10 分 

JR 宇都宮線那須塩原駅から大田原市営バス雲巌寺線で約 40 分 

「黒羽支所」下車徒歩約 15 分または「大雄寺入口」下車徒歩約 10 分 

         車 ：東北自動車道西那須野塩原 IC から約 35 分 

東北自動車道矢板 IC から約 45 分 

○問い合わせ  黒羽商工会（土日祝除く） TEL 0287-54-0568 

大田原市観光協会 TEL 0287-54-1110 

 

10．第 34 回黒羽芭蕉の里全国俳句大会〔大田原市〕 

 俳聖松尾芭蕉が「おくのほそ道」紀行中、長期滞在した黒羽の地から新たな俳句文化の発信を目

指して、「おくのほそ道」紀行 300 年にあたる平成元年から「黒羽芭蕉の里 全国俳句大会」を毎年

開催しています。全国各地から多数の俳句愛好者が集い、名実ともに全国俳句大会として定着して

きており、俳句を通じた心の交流の輪が広がっております。 

○日   時  2023 年６月 25 日（日） 

        ■受付開始  9:00 

■開会    10:00 

■投句締切 11:00 

○場   所  ホテル花月（大田原市黒羽向町２） 

○参 加 料  500 円（昼食希望者は別途 1,000 円） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線西那須野駅から関東バス五峰の湯行きで約 35 分 

「向町」下車徒歩約５分 

         車 ：東北自動車道西那須野塩原 IC から約 35 分 

東北自動車道矢板 IC から約 40 分 

○備   考  作品は１人一句となります。 

○問い合わせ  黒羽芭蕉の里全国俳句大会事務局（大田原市文化振興課内） 

TEL 0287-23-3129 
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まつり・イベント情報（７月） 

 

１．Sakura Django Reinhardt Festival 2023〔さくら市〕 

 ジプシージャズの創始者として知られるギタリスト「ジャンゴ・ラインハルト」。 

その名を冠した「さくら ジャンゴ・ラインハルト・フェスティバル」は、ジプシージャズを中心

にその精神に共感するミュージシャンとオーディエンスが集い楽しむ音楽のお祭りです。 

各地から集まる技巧派プロ・ミュージシャンから日々練習に励むアマチュアミュージシャン、音

楽マニアも〝いちげんさん〟も、みんながハッピーになるイベントを目指しています。 

恒例のフリーセッションやワークショップなど参加型コンテンツも充実し、ハンドメイドのジャ

ンゴグッズからジプシースタイルのギターなど楽器も特価で販売します。 

江戸〜昭和の面影を残す喜連川の街並がノスタルジックなリズムにスイングする...。そんなひ

と時をおたのしみください！ 

○期   間  2023 年７月１日（土）～２日（日）※予定 

○場   所  和い話い広場（さくら市喜連川 4355）ほか 

※詳細は下記ホームページをご確認ください。 

○ホ ー ム ペ ー ジ  https://www.sakuradrf.com/ 

○問い合わせ  SDRF 実行委員会 E-mail sakura.drf@gmail.com 

 

２．思川の流しびな〔小山市〕 

小山市の夏の風物詩「思川の流しびな」は、毎年７月の第１日曜に行われる伝統行事で、浴衣姿

の人々が紙人形を乗せたワラ舟を手に思川河畔に集い、さまざまな願いを託してそっと思川に流し

ます。半世紀前から和紙の人形
ひとがた

を流し続けています。 

使われる人形は「下野人形」と名づけられた 10cm～40cm もので、「下野しぼり」と呼ばれる技法

で作られた和紙を使っています。丸髷
まげ

・島田髷の着物姿や洋装のものもあり、取り付けられた短冊

には願い事が書かれています。 

○日   時  2023 年７月２日（日）10:00～ 

○場   所  観晃橋下思川左岸（小山市） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線小山駅から徒歩約８分 

         車 ：東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○駐 車 場  小山市役所駐車場をご利用ください。 

○問い合わせ  （一社）小山市観光協会 TEL 0285-30-4772 

 

３．中坪（中庭）めぐりツアーガイド〔日光市〕 

当時、御用邸の庭師等が使用した半地下通路の「下行道
げこうどう

」を通りながら、専属ガイドが御用邸の

中坪（中庭）を解説しながら案内するサービスです。ガイドは約１時間で、期間中の土日に各２回

実施いたします。 

※天候により邸内ガイドに変更する場合があります。 

○期   間  2023 年７月 15 日（土）～10 月 15 日（日）の毎週土、日曜日 

        ■午前の部 10:30～11:30 

■午後の部 14:30～15:30 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園（日光市本町 8-27） 

○料   金  入園料：大人 600 円、小・中学生 300 円（別途ガイド料金 300 円が必要） 

            ※先着順・予約不要 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 
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中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 10 分「日光田母沢御用邸記念公園」 

下車徒歩約１分 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約５分 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園 TEL 0288-53-6767 

 

４．小山祇園祭
ぎおんさい

〔小山市〕 

日本一の大神輿渡御を誇る須賀神社の例大祭「祇園祭」が開催されます。 

天慶３年（940 年）、藤原秀郷が京都八坂神社より分祠勧請
ぶんしかんじょう

したと伝えられる須賀神社。昔から祇

園祭の規模の大きさとにぎやかさはよく知られ、江戸時代の地誌「下野国誌」に「当国第一の祇園会
ぎ お ん え

なり・・・」と記されています。 

大神輿
み こ し

や女神輿の渡御
と ぎ ょ

が行われるほか市内中心部が歩行者天国になり、各町内の神輿や、お囃子
は や し

、

よさこいなど様々な催しがおこなわれます。 

○期   日  2023 年７月 16 日（日）※時間未定 

○場   所  須賀神社、JR 宇都宮線小山駅西口周辺、県道粟宮喜沢線の一部（小山市） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線小山駅から徒歩約５分 

         車 ：東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○問い合わせ  小山商工会議所 TEL 0285-22-0253 

（一社）小山市観光協会 TEL 0285-30-4772 

 

５．真岡の夏まつり（第 51 回真岡市夏祭大花火大会）～真岡が熱い３日間！～〔真岡市〕 

 毎年多くの人出で賑わう真岡市最大のイベント「真岡の夏まつり」が７月 21 日（金）から 23 日

（日）までの３日間で行われます。 

 初日の 21 日は夏祭りの出陣式に当たる「宮出し・出 御
しゅつぎょ

祭・町会渡し」が大前
おおさき

神社で行われます。

宮出しの後の出御祭では多くの人が参加し、神輿渡御
み こ し と ぎ ょ

や屋台巡行の安全、五穀豊穣、疫病退散、産

業発展を祈ります。その後、町会渡しが行われ、神輿や屋台が市内を練り歩きます。 

 ２日目の 22 日は、市内中心部を歩行者天国にし、「お祭り広場」が開催されます。本社・荒宮神

輿をはじめとする各地区の神輿や山車
だ し

・屋台、お囃子等が祭りに華を添えます。 

 夜には「神輿の川渡御」とともに、市役所東側の五行川河畔で「第 51 回真岡市夏祭大花火大会」

が行われます。大迫力の音楽とレーザー光線による演出の中、約２万発の花火が打ち上げられ、子

供から大人まで楽しめます。 

 最終日の 23 日は、伝統を漂わせる宮入行列と勇壮な宮入渡御が行われるとともに、山車屋台の

お囃子やぶっつけが行われます。 

○期   間  2023 年７月 21 日（金）～23 日（日） 

        ※荒天の場合、花火大会は７月 24 日（月）に順延 

○場   所  真岡市内中心部・真岡市役所周辺（真岡市荒町 5191） 

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道真岡駅から徒歩約 15 分 

         車 ：北関東自動車道真岡 IC から約 10 分 

○駐 車 場  無料 約 4,000 台 

○問い合わせ  真岡市商工観光課 TEL 0285-83-8135 
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６．子育て地蔵尊夏祭〔大田原市〕 

千橙供養、稚児行列、戦没者追悼法要を行います。 

○期   間  2023 年７月 23 日（日）～24 日（月） 

○場   所  光真寺（大田原市山の手 2-11-14） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線西那須野駅から関東バス国際医療福祉大行または黒羽行で 

約 10 分「山の手一丁目」下車徒歩約５分 

         車 ：東北自動車道西那須野塩原 IC から約 20 分 

            東北自動車道矢板 IC から約 30 分 

○問い合わせ  光真寺 TEL 0287-22-2033 

 

７．喜連川天王祭〔さくら市〕 

 450 有余年の歴史と伝統ある喜連川神社の天王祭。その名はかつて「あばれみこし」として近郷

近在に知れ渡り、多くの若衆がもみ合う勇壮な神輿は他に類を見ない壮絶な祭りでした。 

今年は前年と同じく町内に山車が２基巡行し、お囃子の音色が古き良き縁日風景を醸し出します。 

○期   日  2023 年７月 29 日（土）11:00～20:00 

○場   所  喜連川中央商店街通り（さくら市喜連川） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線氏家駅から関東バス氏家・馬頭線またはフィオーレ線で 

約 20 分「喜連川本町」下車 

            JR 宇都宮線氏家駅からさくら市観光温泉無料バスで約 20 分 

「道の駅きつれがわ」下車徒歩約 10 分 

            （月曜日運休、月曜日が祝日の場合は翌日運休） 

         車 ：東北自動車道矢板 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料（喜連川小学校校庭） 

○備   考  商店街が歩行者天国になるため、14:00～20:00 まで通行止めになります。 

○問い合わせ  喜連川神社 TEL 028-686-5001 

        喜連川観光協会 TEL 028-686-3013 

 

８．おやまサマーフェスティバル 2023〔小山市〕 

小山市最大の真夏の祭典「第 71 回小山の花火」が４年振りの通常開催となります。 

関東有数の規模を誇る花火大会で、打上げ場所と観覧席が非常に近く、尺玉の連続打上げやワイ

ドスターマインをはじめ、ナイアガラ瀑布など、２万発を超える大迫力の花火を間近で体感できる

のが魅力です。 

また、JR 小山駅から徒歩約８分と会場までアクセスしやすいのもポイントです。 

○日   時  2023 年７月 30 日（日）19:10～ 
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        ※雨天・荒天時は翌日以降に延期 

○場   所  観晃橋下流思川河畔（小山市小山）※小山市役所西側 

○交通ガイド  JR 宇都宮線小山駅から徒歩約８分 

        ※当日は小山市内の道路が混雑しますので、電車等の交通機関をご利用ください。 

○備   考  2019 年まで例年開催していた花火大会前日のオープニングカーニバルの実施有

無については、事前にお問い合わせください。 

○問い合わせ  おやまサマーフェスティバル 2023 実行委員会事務局（小山市観光協会） 

TEL 0285-30-4772 
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まつり・イベント情報（８月） 

 

１．湖上祭〔日光市〕※実施検討中 

 湖上祭は毎年、男体山登拝講社大祭期間中の８月２日に執り行われます。 

神職が和船で中禅寺湖にある上野島
こうずけじま

に向かい、お神酒などが捧げられ神事が執り行われます。 

○日   時  2023 年８月２日（水）10:00～ ＜毎年同日開催＞ 

○場   所  中禅寺湖上（日光市中宮祠） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス中禅寺温泉行、 

湯元温泉行で約 50 分「二荒山神社中宮祠」下車 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 30 分 

○問い合わせ  日光二荒山神社中宮祠 TEL 0288-55-0017 

 

２．第 62 回扇の的弓道大会〔日光市〕※実施検討中 

 源平合戦の折、下野の住人那須与一が屋島合戦で、平家の小船に立てた日の丸の扇を見事に射き

った事の古事にならい弓道大会が開催されます。 

関東一円より約 1,500 人が参加し、１日の大会としては全国一の規模を誇ります。 

○日   時  2023 年８月４日（金） ＜毎年同日開催＞ 

■受付 8:00～11:00 

■開始 8:40 

■奉告祭 8:10～（拝殿） 

○場   所  中禅寺湖畔（日光市中宮祠） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス湯元温泉行で 

約 50 分「二荒山神社中宮祠」下車 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 30 分 

○駐 車 場  無料 50 台 

○問い合わせ  日光二荒山神社中宮祠 TEL 0288-55-0017 

 

３．船禅頂
ふなぜんじょう

〔日光市〕※法要のみ実施予定 

 約 1,230 年余り続く古儀で、日光開山の祖、勝道上人が弟子の道珍とともに修行祈念したとする

中禅寺湖畔の霊場を船で供養巡拝します。 

○日   時  2023 年８月４日（金）10:00～（受付 9:00～） 

○場   所  日光山中禅寺立木観音堂（日光市中宮祠 2578） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス中禅寺温泉行、 

湯元温泉行で約 50 分「中禅寺温泉」下車徒歩約 15 分 

            または「中禅寺温泉」から東武バス半月山行で約４分 

「立木観音・遊覧船発着所」下車 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 40 分 

○駐 車 場  無料 ５台（歌ヶ浜第一駐車場に約 111 台） 

○備   考  一般公開は未定 

○問い合わせ  日光山中禅寺立木観音堂 TEL 0288-55-0013 

 

４．第 48 回ふるさと宮まつり〔宇都宮市〕 

 「であいとふれあいの広場」をテーマに、宇都宮のメインストリートである大通りを中心に、お

どりや和太鼓、おはやし演奏、子どもたちによる宮っ子パレードやみこしなど多彩な催しが宇都宮
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の夏を彩ります。 

○期   間  2023 年８月５日（土）～６日（日） 

        ■メイン会場 16:30～21:00（予定） 

        ■サブ会場  12:00～16:00（予定） 

○場   所  【メイン会場】 

大通り（本町交差点～上河原交差点） 

        【サブ会場】 

オリオンスクエア、バンバひろば、オリオン通り、バンバ通り 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線宇都宮駅から徒歩約 10 分 

            東武宇都宮線東武宇都宮駅から徒歩約５分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 30 分 

            北関東自動車道宇都宮上三川 IC から約 30 分 

            ※会場周辺は交通規制有り 

○問い合わせ  ふるさと宮まつり開催委員会 TEL 028-643-8331 

 

５．足利花火大会〔足利市〕※開催未定 

「足利花火大会」は明治 36 年から始まった伝統ある花火大会です。 

関東有数の規模を誇り、全国から訪れる多くの観覧者で賑わうため「50 万人の夕涼み」と呼ばれ

ています。 

打上花火、大玉花火、大ナイアガラやワイドスターマインなど約２万発が打ち上げられ、多くの

方々の夏の思い出として心に刻まれております。 

○期   日  2023 年８月５日（土） 

○場   所  田中橋下流渡良瀬運動公園及び河川敷（足利市） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から徒歩約５分 

            東武伊勢崎線足利市駅から徒歩約 10 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 15 分 

東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○問い合わせ  足利夏まつり実行委員会（足利商工会議所） TEL 0284-21-1354 

 

６．温泉寺薬師堂
やくしどう

法楽・野天大護摩供
の て ん だ い ご ま く

〔日光市〕※法要のみ実施予定 

 温泉寺境内において修験僧による祈祷・供養が行われた後、湯の湖畔に移り、山伏によって採灯

大護摩供が焚かれます。 

○日   時  2023 年８月８日（火）14:00～15:00 

○場   所  日光山温泉寺（日光市湯元） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス湯元温泉行で 

約 90 分、終点「湯元温泉」下車 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 50 分 

○駐 車 場  無料 50 台以上（湯元スキー場駐車場） 

○備   考  一般公開は未定 

○問い合わせ  日光山中禅寺立木観音堂 TEL 0288-55-0013 

 

７．2023 うつのみや花火大会〔宇都宮市〕 

 市民ボランティアが集い企画・協賛募集など運営をしながら開催される宇都宮の花火イベント。

今年は「未来」というテーマのもと、百年続く花火大会を創り上げる想いを込めて開催します。打

ち上げ発数は 20,000 発を予定しています。 
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○日   時  2023 年８月 12 日（土） 

■打ち上げ 18:30～20:15（予定）※荒天時は翌日に順延 

○場   所  宇都宮市道場宿緑地（宇都宮市道場宿上河原地先） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線宇都宮駅から関東バス柳田車庫行で約 20 分 

終点「柳田車庫」下車徒歩約 15 分 

         車 ：北関東自動車道宇都宮上三川 IC から約 30 分 

            東北自動車道宇都宮 IC から約 40 分 

○問い合わせ  特定非営利活動法人うつのみや百年花火 TEL 028-600-3980 

 

８．石尊山梵天
せきそんさんぼんてん

あげ（栃木県指定文化財）〔足利市〕※開催未定 

原始的な太陽信仰を伝える「石尊山の梵天祭り」は毎年月遅れ盆の８月 14 日早朝に行われる行

事で、神仏習合
しんぶつしゅうごう

時代の石尊山信仰を色濃く残し、奉納される梵天が異色の形態をとることから栃

木県無形民俗文化財に指定されています。開催日には、ふもとの不動堂で鶏足寺
けいそくじ

住職による護摩供

養と安全祈願を行った後、心身を清めた白装束の若者達の手によって午前４時、山伏
やまぶし

のホラ貝を合

図に 15ｍもある御柱
みはしら

（杉丸太）と７月末に作られた 250 体余りの梵天（幣束）を石尊山に担ぎ上げ、

日の出とともに山頂に打ち立て、石尊神社奥宮に奉納します。山頂で御柱が立てられ、その杉丸太

を登り、先端の名板
めいばん

・帝釈天
たいしゃくてん

・幣串
ひ ぐ し

を取り、家内安全・商売繁盛を願って家に持ち帰り飾るとい

うお祭りです。 

○期   日  2023 年８月 14 日（月）＜毎年同日開催＞ 

○場   所  石尊山（足利市小俣町） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線小俣駅から徒歩約 25 分または車で約５分 

            東武伊勢崎線足利市駅から車で約 25 分 

         車 ：北関東自動車道太田桐生 IC から約 20 分 

北関東自動車道足利 IC から約 30 分 

○駐 車 場  無料 約 30 台（叶花
かのうけ

集会所） 

○問い合わせ  梵天講・講元 藍場様 TEL 090-9376-3017 

 

９．モビリティリゾートもてぎ花火の祭典〔茂木町〕 

 モビリティリゾートもてぎでは、夏の花火イベントとして「モビリティリゾートもてぎ花火の祭

典」を開催いたします。 

 豊かな自然に囲まれたサーキットの夜空を舞台に、鮮やかな花火が音楽に合わせて目線の高さと

上空の２画面で打ち上がる劇場型花火を鑑賞いただけます。花火を手掛けるのは、全国花火競技大

会において優勝・上位入賞の常連であり、創業 150 周年を迎える「菊屋小幡花火店（群馬県）」。

老舗煙火店の匠の技で、１つ１つ丁寧に作り上げた日本最高峰の花火をお楽しみいただけます。 

 劇場型花火を満喫できる観覧席は、圧巻の花火を間近で体感できる自由席の他、雄大なパノラマ

ビューで臨場感に包まれるグランドスタンド席、家族や仲間と一緒にアウトドア気分が味わえるグ

ループ席、グランピングスタイルで贅沢に鑑賞できるテラス席、冷房完備の快適な空間と最高のロ

ケーションでごゆっくり寛げるスイートルームなどの指定席を販売いたします。お好みの鑑賞スタ

イルに合わせて観覧席をお選びいただき、心に響く感動の瞬間を大切な人と一緒にお楽しみくださ

い。 

 花火打ち上げまでは、アトラクションや自然体験に挑戦したり、夏季限定フードやグッズなどの

お買い物も楽しみながら、モビリティリゾートもてぎでしか体験できない特別な１日を満喫いただ

けます。 

○日   時  2023 年８月 14 日（月）19:20 から開演予定 ※荒天中止 

○場   所  モビリティリゾートもてぎ レーシングコース（芳賀郡茂木町桧山 120-1） 
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○料   金  ６月 24 日（土）より前売チケットを販売いたします。 

  【前売観覧券（自由席）】 

高校生以上 4,000 円、中学生 2,000 円、小学生～未就学児 1,000 円 

        【駐車券】 

         四輪 2,500 円、二輪 600 円 

※指定席料金等、詳しくはホームページをご覧ください。 

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道茂木駅からバスで約 20 分（タクシーで約 20 分） 

JR 宇都宮駅からバスで約 90 分（タクシーで約 60 分） 

JR 常磐線水戸駅からバスで約 90 分（タクシーで約 60 分） 

         車 ：常磐自動車道水戸 IC から約 40 分 

北関東自動車道真岡 IC から約 50 分 

○駐 車 場  有料 

○ホームページ  https://www.mr-motegi.jp/fireworks/ 

○問い合わせ  モビリティリゾートもてぎ TEL 0285-64-0001 

 

10．足利百景八木節のふるさと祭り〔足利市〕※開催未定 

軽快なリズムで全国に知られている郷土芸能の八木節は、足利市の御厨
みくりや

地区（八木宿）が発祥で

す。先人から伝承されてきた八木節を後世に伝え、地域の方々へ連帯の輪を広げるため、「足利百

景八木節のふるさと祭り」が毎年８月 16 日に開催されています。 

○期   日  2023 年８月 16 日（水）＜毎年同日開催＞ 

○場   所  御厨地区コミュニティ運動場（足利市百頭町 2024-1） 

○交通ガイド  東武伊勢崎線福居駅から徒歩約 10 分 

○問い合わせ  御厨公民館 TEL 0284-71-0296 

 

11．灯ろう流し〔足利市〕※開催未定 

足利市内を流れる渡良瀬川で毎年８月 17 日に先祖や故人の霊を送る「灯ろう流し」が行われま

す。ろうそくの火を灯した灯ろうが、渡良瀬川の川面に幻想的に浮かびます。 

しめやかな読経が流れるなか、毎年、二千もの灯ろうが渡良瀬川に流され、ご先祖様や今は亡き

人達の霊に思いを馳せてお送りする行事です。 

○期   日  2023 年８月 17 日（木）＜毎年同日開催＞ 

○場   所  渡良瀬川 中橋と田中橋の間北岸 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から徒歩約７分 

東武伊勢崎線足利市駅から徒歩約 10 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 15 分 

            東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○問い合わせ  足利仏教和合会 幹事 福厳寺 TEL 0284-21-6990 

 

12．第 73 回日光東照宮剣道大会〔日光市〕※実施予定 

 国登録有形文化財の武徳殿で、各部門で県内を代表する選手や全日本級の選手の技を間近に目に

する絶好の機会です。ご自由にご覧いただけます。 

○期   間  2023 年８月 17 日（木）～18 日（金） 

○場   所  日光東照宮武徳殿（日光市山内 2301） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約８分 
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         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約５分 

○駐 車 場  有料 

○問い合わせ  日光東照宮 TEL 0288-54-0560 

 

13．二十三夜祭〔日光市〕※詳細未定 

 境内脇の二十三夜尊のお祭りで、毎月 23 日又は午の日を御縁日とし、古来月待ち（十三夜、十

五夜）の信仰として、また、威徳広大
いとくこうだい

、大力無比
だ い り き む ひ

の尊として広く信仰されています。 

○期   日  2023 年８月 23 日（水）またはその前後 ※夜間 

○場   所  追分地蔵尊（日光市今市） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線今市駅・東武日光線下今市駅から徒歩約５分 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約３分 

○駐 車 場  なし 

○問い合わせ  （一社）日光市観光協会 TEL 0288-22-1525 

 

14．尊徳夏まつり～夏の最後の思い出に～〔真岡市〕 

 真岡の夏を締めくくる「尊徳夏まつり」が８月 26 日（土）に開催されます。 

夕方から尊徳太鼓の演奏や郷土芸能大会、納涼盆踊りが行われ、にぎやかなお祭りの雰囲気を楽

しめます。 

また、同時開催される大型の花火が魅力の「尊徳夏まつり大花火大会」も迫力満点です。堤防沿

いで行われるこの花火大会では、尺玉やスターマインなどの花火が夜空を彩ります。会場の鬼怒川

河川敷内は堤防沿いに芝生が広がっていて、ゆっくりと花火を楽しむことができます。 

○期   日  2023 年８月 26 日（土）※荒天の場合は中止 

○場   所  鬼怒川河川敷緑地公園（真岡市砂ヶ原地内）※砂ヶ原橋下流左岸側 

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道久下田駅から車で約 10 分 

JR 宇都宮線自治医大駅から車で約 15 分 

         車 ：北関東自動車道真岡 IC から約 20 分 

○駐 車 場  無料 約 3,500 台 

○問い合わせ  尊徳夏まつり実行委員会 TEL 0285-74-4666 
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期日 名称 市町名 場所 問い合わせ TEL

６月上旬 中止 平家大祭 日 光 市
平家の里
（日光市湯西川1042）

・平家の里
・（一社）日光市観光協会

・0288-98-0216
・0288-22-1525

名称 市町名 場所（集合場所） 問い合わせ TEL

初山祭（ペタンコまつり） 足 利 市
足利富士浅間神社
（足利市田中町）

足利富士浅間神社社務所
0284-22-4472
（小堀宮司）

八坂祭 日 光 市
瀧尾神社（日光市今市531）～
市街地大通り

（一社）日光市観光協会 0288-22-1525

湖上花火・深山踊り 日 光 市
日光二荒山神社中宮祠
（日光市中宮祠2484）

・日光二荒山神社中宮祠
・（一社）日光市観光協会

・0288-55-0017
・0288-22-1525

男体山登拝講社大祭 日 光 市
日光二荒山神社中宮祠
（日光市中宮祠2484）

日光二荒山神社中宮祠 0288-55-0017

６月１日（木）
6:00～17:00

７月31日（月）
■夜間登拝　翌１日午前０時開門

７月31日（月）
■深山踊り　19:00～22:00
■湖上花火（奉納花火） 21:00～

７月上旬
10:00頃～

まつり・イベント　中止情報

※内容の詳細は、各問い合わせ先にお問い合わせください。

過去に掲載のまつり・イベント

次のまつり・イベントは、６月号に掲載しておりませんので、５月号をご覧ください。

期日
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光

協
会

T
E
L
　

0
2
8
4
-
4
3
-
3
0
0
0

あ
し

か
が

フ
ラ

ワ
ー

パ
ー

ク
T
E
L
　

0
2
8
4
-
9
1
-
4
9
3
9
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市
町
名

花
見
頃

場
所
（
住
所
）

紹
　
　
介

交
通
ア
ク
セ
ス

問
い
合
わ
せ

各
　
地

　
の

　
花

　
情

　
報

山
前

公
園

（
足

利
市

大
前

町
1
6
0
0
）

【
電

車
】

J
R
両

毛
線

山
前

駅
か

ら
徒

歩
約

3
0
分

【
車

】
北

関
東

自
動

車
道

太
田

桐
生

IC
か

ら
約

1
5
分

中
里

城
跡

（
足

利
市

福
居

町
1
4
3
3
-
9
）

【
電

車
】

東
武

伊
勢

崎
線

足
利

市
駅

か
ら
徒

歩
約

1
0
分

あ
し
か

が
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク

（
足

利
市

迫
間

町
6
0
7
）

【
電

車
】

・
Ｊ
Ｒ
両

毛
線

あ
し
か

が
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク
駅

か
ら
徒

歩
約

3
分

・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
車

で
約

3
0
分

（
土

日
祝

：
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運

行
日

あ
り
ま
す
）

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
5
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC
か

ら
約

1
8
分

ス
イ
レ
ン

（
熱

帯
性

ス
イ
レ
ン
）

６
月

下
旬

～
1
1
月

下
旬

あ
し
か

が
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク

（
足

利
市

迫
間

町
6
0
7
）

水
辺

の
花

の
女

王
・
熱

帯
性

ス
イ
レ
ン
、
紅

・
紫

・
白

等
の

色
鮮

や
か

な
花

が
涼

や
か

に
可

憐
に
咲

き
ほ

こ
り
ま
す
。

【
電

車
】

・
Ｊ
Ｒ
両

毛
線

あ
し
か

が
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク
駅

か
ら
徒

歩
約

3
分

・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
車

で
約

3
0
分

（
土

日
祝

：
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運

行
日

あ
り
ま
す
）

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
5
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC
か

ら
約

1
8
分

ア
ジ
サ

イ
６
月

上
旬

～
７
月

上
旬

移
り
気

な
花

と
言

わ
れ

て
し
ま
う
あ
じ
さ
い
で
す
が

、
一

雨
ご
と
に
変

わ
る
花

色
の

色
合

い
を
楽

し
め
ま
す
。

織
姫

公
園

：
6
0
0
株

山
前

公
園

：
7
0
0
株

あ
し
か

が
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク
：
1
,5
0
0
株

足
利

市
観

光
ま
ち
づ
く
り
課

観
光

・
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担

当
T
E
L
　
0
2
8
4
-
2
0
-
2
1
6
5

（
一

社
）
足

利
市

観
光

協
会

T
E
L
　
0
2
8
4
-
4
3
-
3
0
0
0

あ
し
か

が
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク

T
E
L
　
0
2
8
4
-
9
1
-
4
9
3
9

足 利 市
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市
町

名
施

設
名

内
　

容
住

　
所

T
E
L

時
　

期
備

　
考

ブ
ル

ー
ベ

リ
ー

フ
ァ

ー
ム

す
な

が
足

利
市

葉
鹿

町
0
2
8
4
-
6
2
-
0
2
6
6

白
髭

農
園

足
利

市
小

俣
町

0
9
0
-
4
0
1
1
-
7
6
5
9

（
桑

原
様

）

あ
し

か
が

ブ
ル

ー
ベ

リ
ー

感
動

農
園

足
利

市
田

島
町

0
9
0
-
3
0
6
7
-
1
3
0
1

（
井

上
様

）

中
村

ぶ
ど

う
園

足
利

市
大

沼
田

町
0
2
8
4
-
9
1
-
1
2
3
0

戸
叶

ぶ
ど

う
園

足
利

市
大

沼
田

町
0
2
8
4
-
9
1
-
0
7
2
7

堀
越

ぶ
ど

う
園

足
利

市
大

沼
田

町
0
2
8
4
-
9
1
-
0
4
3
3

久
保

ぶ
ど

う
園

足
利

市
名

草
上

町
0
2
8
4
-
4
1
-
9
0
5
5

尾
花

ぶ
ど

う
園

足
利

市
久

保
田

町
0
2
8
4
-
7
2
-
6
7
9
0

せ
せ

ら
ぎ

梨
園

梨
足

利
市

奥
戸

町
0
2
8
4
-
9
1
-
1
7
2
4

遠
藤

ブ
ル

ー
ベ

リ
ー

園
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
芳

賀
郡

益
子

町
七

井
2
3
6
1
-
1

0
9
0
-
5
9
9
4
-
7
4
6
9

広
田

果
樹

園
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
、

梅
、

り
ん

ご
芳

賀
郡

益
子

町
山

本
6
4

0
2
8
5
-
7
2
-
2
8
3
1

谷
口

ぶ
ど

う
園

芳
賀

郡
益

子
町

上
大

羽
1
1
0
8

0
2
8
5
-
7
2
-
3
1
4
9

廣
沢

ぶ
ど

う
園

芳
賀

郡
益

子
町

山
本

4
3
2

0
2
8
5
-
7
2
-
2
8
1
8

岩
崎

り
ん

ご
園

芳
賀

郡
益

子
町

七
井

1
7
7
3

0
2
8
5
-
7
2
-
5
1
3
9

ア
ッ

プ
ル

ラ
ン

ド
島

田
芳

賀
郡

益
子

町
大

沢
6
8
8
-
1

0
2
8
5
-
7
2
-
5
0
5
4

島
田

り
ん

ご
園

芳
賀

郡
益

子
町

大
沢

3
3
6
2
-
1

0
2
8
5
-
7
2
-
4
6
4
2

※
各

農
園

に
よ

っ
て

収
穫

期
間

が
異

な
り

ま
す

。
ま

た
、

摘
み

取
り

体
験

等
に

つ
き

ま
し

て
は

事
前

に
各

農
園

へ
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

。

※
栽

培
品

種
、

収
穫

時
期

や
直

売
情

報
等

に
つ

い
て

は
、

直
接

栽
培

農
園

へ
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

。

※
天

候
な

ど
の

影
響

に
よ

り
、

収
穫

時
期

は
変

動
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

観
　

　
光

　
　

農
　

　
園

　
　

情
　

　
報

益 子 町

○
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
 　

６
月

上
旬

～
９

月
上

旬
○

梅
　

　
　

　
　

　
　

　
６

月
上

旬
～

下
旬

○
ぶ

ど
う

　
　

　
　

　
　

８
月

中
旬

～
1
1
月

上
旬

○
り

ん
ご

　
　

　
　

　
　

８
月

下
旬

～
1
2
月

下
旬

り
ん

ご

ぶ
ど

う

ブ
ル

ー
ベ

リ
ー

○
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
　

６
月

上
旬

～
８

月
下

旬
○

ぶ
ど

う
　

　
　

　
　

７
月

中
旬

～
1
0
月

下
旬

○
梨

　
　

　
　

　
　

　
 ８

月
上

旬
～

９
月

下
旬

ぶ
ど

う

足 利 市
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市
町

名
館

　
名

催
　

　
し

会
　

期
料

　
金

休
館

日
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

日 光 市

小
杉

放
菴

記
念

日
光

美
術

館
（
日

光
市

山
内

2
3
8
8
-
3
）

小
杉

放
庵

と
春

陽
会

の
画

家
た

ち
春

陽
会

は
、

小
杉

放
菴

が
中

心
と

な
っ

て
1
9
2
2
（
大

正
1
1
）
年

に
結

成
さ

れ
た

、
現

在
も

続
く
洋

画
団

体
で

す
。

結
成

当
初

は
、

日
本

美
術

院
洋

画
部

を
退

会
し

た
小

杉
放

菴
・
足

立
源

一
郎

・
倉

田
白

羊
・
森

田
恒

友
・
山

本
鼎

ら
に

梅
原

龍
三

郎
を

加
え

た
創

立
会

員
と

、
木

村
荘

八
・
中

川
一

政
ら

草
土

社
系

の
画

家
や

、
日

本
美

術
院

研
究

所
で

学
ん

で
い

た
今

関
啓

司
・
山

崎
省

三
な

ど
が

客
員

と
し

て
参

加
し

て
い

ま
し

た
。

本
展

は
、

1
9
2
3
（
大

正
1
2
）
年

の
第

１
回

展
開

催
か

ら
本

年
が

1
0
0
年

と
な

る
こ

と
を

記
念

し
、

日
光

市
所

蔵
の

小
杉

放
菴

を
始

め
と

す
る

春
陽

会
ゆ

か
り

の
画

家
た

ち
の

作
品

に
よ

り
、

そ
の

活
動

を
振

り
返

り
ま

す
。

７
月

８
日

（
土

）
～

 ９
月

３
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
※

受
付

は
1
6
:3

0
ま

で

一
般

 7
3
0
円

大
学

生
5
1
0
円

高
校

生
以

下
は

無
料

月
曜

定
休

（
祝

日
の

場
合

は
翌

日
）

【
電

車
】

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

東
武

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
奥

細
尾

行
、

中
禅

寺
温

泉
行

、
湯

元
温

泉
行

、
世

界
遺

産
め

ぐ
り

バ
ス

で
約

1
0
分

「
神

橋
」
下

車
徒

歩
約

３
分

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

日
光

IC
か

ら
約

1
0
分

T
E
L
　

0
2
8
8
-
5
0
-
1
2
0
0

栗
田

美
術

館
（
足

利
市

駒
場

町
1
5
4
2
）

【
栗

田
美

術
館

特
集

陳
列

　
輸

出
さ

れ
た

伊
萬

里
焼

】
1
7
世

紀
初

頭
東

南
ア

ジ
ア

か
ら

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
へ

遥
か

な
海

を
越

え
て

運
ば

れ
、

近
年

、
日

本
に

戻
っ

て
き

た
伊

萬
里

焼
の

中
か

ら
、

輸
出

最
盛

期
で

あ
る

1
7
世

紀
後

期
か

ら
1
8
世

紀
の

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
向

け
製

品
を

中
心

に
展

示
し

ま
す

。
彼

ら
の

生
活

に
取

り
入

れ
ら

れ
た

日
常

品
の

数
々

や
、

室
内

を
飾

っ
た

調
度

品
、

さ
ら

に
特

別
な

注
文

品
な

ど
6
0
件

余
り

を
ご

鑑
賞

い
た

だ
き

ま
す

。

３
月

1
8
日

（
土

）
～

８
月

2
7
日

（
日

）
1
0
::0

0
～

1
6
:3

0
（
最

終
入

場
1
6
:0

0
ま

で
）

※
当

面
の

間
、

時
間

短
縮

で
開

館
し

ま
す

の
で

、
詳

細
に

つ
き

ま
し

て
は

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

一
般

1
,2

5
0
円

（
1
,0

0
0
円

）
小

学
生

・
中

学
生

・
高

校
生

5
0
0
円

（
4
0
0
円

）
※

（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金

月
曜

日
（
祝

日
は

開
館

）
、

祝
日

の
場

合
は

翌
日

【
電

車
】

・
J
R

両
毛

線
あ

し
か

が
フ

ラ
ワ

ー
パ

ー
ク

駅
か

ら
徒

歩
約

1
0

分 ・
J
R

両
毛

線
足

利
駅

か
ら

車
で

約
1
5
分

・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
車

で
約

2
0
分

【
車

】
・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
1
5
分

・
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

2
0
分

T
E
L
　

0
2
8
4
-
9
1
-
1
0
2
6

足
利

市
立

美
術

館
（
足

利
市

通
2
-
1
4
-
7
）

【
足

利
市

立
美

術
館

企
画

展
 ブ

ラ
チ

ス
ラ

バ
世

界
絵

本
原

画
展

　
絵

本
で

ひ
ら

く
ア

ジ
ア

の
扉

韓
国

・
日

本
を

め
ぐ

っ
て

】
ス

ロ
バ

キ
ア

共
和

国
で

２
年

ご
と

に
開

催
さ

れ
る

ブ
ラ

チ
ス

ラ
バ

世
界

絵
本

原
画

展
は

、
世

界
最

大
規

模
の

絵
本

原
画

コ
ン

ク
ー

ル
の

一
つ

で
す

。
日

本
巡

回
展

と
し

て
行

わ
れ

る
本

展
で

は
、

近
年

の
活

躍
が

め
ざ

ま
し

い
ア

ジ
ア

諸
国

に
焦

点
を

当
て

、
中

で
も

隣
り

合
う

二
つ

の
国

、
日

本
と

韓
国

の
い

ま
を

ご
紹

介
し

ま
す

。
B

IB
2
0
2
1
に

参
加

し
た

日
本

と
韓

国
の

作
家

に
よ

る
全

出
品

作
と

絵
本

を
ご

覧
い

た
だ

く
他

、
絵

本
が

生
み

出
さ

れ
読

者
に

届
く
ま

で
の

背
景

を
取

材
し

た
特

集
展

示
、

グ
ラ

ン
プ

リ
他

各
賞

受
賞

作
家

の
作

品
を

パ
ネ

ル
と

絵
本

に
よ

り
ご

覧
い

た
だ

き
ま

す
。

４
月

1
5
日

（
土

）
～

６
月

４
日

（
日

）
1
0
:0

0
～

1
8
:0

0
（
最

終
入

場
1
7
:3

0
ま

で
）

一
般

7
1
0
円

（
5
6
0
円

）
高

校
生

・
大

学
生

5
0
0
円

（
4
0
0
円

）
中

学
生

以
下

無
料

※
（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金

月
曜

日
（
祝

日
は

開
館

）
、

祝
日

の
場

合
は

翌
平

日

【
電

車
】

・
J
R

両
毛

線
足

利
駅

か
ら

徒
歩

約
1
0
分

・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
徒

歩
約

1
0
分

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
5
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
4
0
分

T
E
L
　

0
2
8
4
-
4
3
-
3
1
3
1

足 利 市

足
利

市
立

美
術

館
（
足

利
市

通
2
-
1
4
-
7
）

【
足

利
市

立
美

術
館

企
画

展
 顕

神
の

夢
　

超
越

的
な

も
の

の
お

と
ず

れ
】

表
現

者
が

時
に

遭
遇

す
る

、
非

合
理

的
な

経
験

が
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
な

り
得

る
こ

と
は

確
か

で
す

。
彼

ら
は

、
訪

れ
た

ヴ
ィ

ジ
ョ

ン
を

た
よ

り
に

、
自

己
を

超
え

た
名

状
し

難
い

「
何

か
」
を

捉
え

る
べ

く
身

を
焦

が
す

思
い

で
制

作
し

ま
す

。
本

展
は

、
今

ま
で

モ
ダ

ニ
ズ

ム
の

尺
度

に
よ

り
零

れ
落

ち
、

ま
た

、
十

分
に

評
価

さ
れ

な
か

っ
た

作
品

に
光

を
あ

て
る

一
方

、
す

で
に

評
価

が
定

ま
っ

た
作

品
を

、
新

た
な

、
い

わ
ば

「
霊

性
の

尺
度

」
で

も
っ

て
測

り
な

お
す

こ
と

に
よ

り
、

そ
れ

ら
が

も
つ

豊
か

な
力

を
再

発
見

、
再

認
識

す
る

試
み

で
す

。

７
月

２
日

（
日

）
～

８
月

1
7
日

（
木

）
1
0
:0

0
～

1
8
:0

0
（
最

終
入

場
1
7
:3

0
ま

で
）

一
般

7
1
0
円

（
5
6
0
円

）
高

校
生

・
大

学
生

5
0
0
円

（
4
0
0
円

）
中

学
生

以
下

無
料

※
（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金

月
曜

日
（
祝

日
は

開
館

）
、

祝
日

の
場

合
は

翌
平

日

【
電

車
】

・
J
R

両
毛

線
足

利
駅

か
ら

徒
歩

約
1
0
分

・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
徒

歩
約

1
0
分

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
5
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
4
0
分

T
E
L
　

0
2
8
4
-
4
3
-
3
1
3
1

足 利 市

美
　

術
　

館
　

情
　

報
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市
町
名

館
　
名

催
　
　
し

会
　
期

料
　
金

休
館
日

交
通
ア
ク
セ
ス

問
い
合
わ
せ

美
　
術

　
館

　
情

　
報

益
子

国
際

工
芸

交
流

事
業

2
0
2
2
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
in
益

子
タ
ー
ニ
ャ
・
ヘ
ル

マ
ン
＋

太
田

剛
速

展
≪
場
所
：
第
３
展
示
室
≫

益
子
国
際
工
芸
交
流
事
業
は
、
益
子
町
と
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
交
流
促
進
や
、
益
子
の

陶
芸
（
工
芸
）
文
化
の
共
有
を
目
指
し
、
2
0
1
4
年
5
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
（
作
家
の
滞
在
制
作
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
や
教
育
普
及
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

海
外
と
の
往
来
も
作
家
滞
在
も
で
き
な
か
っ
た
２
年
を
経
て
、
国
内
在
住
の
陶
芸
家
に
限
定
し
て

2
0
2
2
年
夏
の
滞
在
作
家
を
公
募
し
ま
し
た
。

タ
ー
ニ
ャ
・
ヘ
ル
マ
ン
（
東
京
）
と
太
田
剛
速
（
小
石
原
）
が
益
子
に
滞
在
し
制
作
し
た
作
品
を
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
や
滞
在
中
の
写
真
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。

※
入
場
無
料

３
月
2
5
日
（
土
）
～
６
月
1
8
日
（
日
）

9
:3
0
～
1
7
:0
0
（
2
月
～
1
0
月
）

※
入
館
は
1
6
:3
0
ま
で

無
料

開
館

3
0
周

年
記

念
　
1
9
5
8
～

　
益

子
個

人
陶

芸
の

夜
明

け
昭
和
3
0
年
に
入
る
と
、
益
子
に
は
陶
芸
を
志
す
若
者
が
数
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

本
展
で
は
1
9
5
8
年
か
ら
7
0
年
頃
益
子
に
入
っ
た
、
加
守
田
章
二
を
始
め
と
す
る
陶
芸
家
た
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

濱
田
庄
司
が
築
い
て
き
た
そ
れ
ま
で
の
益
子
と
は
異
な
る
、
独
自
の
作
風
を
追
求
し
、
益
子
の

一
時
代
を
な
し
た
陶
芸
家
た
ち
の
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

４
月
1
6
日
（
日
）
～
７
月
1
7
日
（
月
・
祝
）

9
:3
0
～
1
7
:0
0
（
2
月
～
1
0
月
）

※
入
館
は
1
6
:3
0
ま
で

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
：
　
-
窯

変
を
求

め
て
-
　
峯

岸
勢

晃
≪
場
所
：
２
階
展
示
室
≫

栃
木
県
で
は
益
子
を
中
心
に
焼
物
が
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
那
須
塩
原
市
に
は
青
瓷

の
制
作
に
励
ん
だ
峯
岸
勢
晃
が
い
ま
し
た
。

峯
岸
の
青
瓷
は
翠
瓷
、
米
色
青
瓷
、
粉
青
瓷
と
様
々
で
す
が
、
近
年
は
窯
変
米
色
瓷
に
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。

本
展
示
で
は
峯
岸
の
青
瓷
1
9
点
に
よ
っ
て
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

４
月
1
6
日
（
日
）
～
７
月
1
7
日
（
月
・
祝
）

9
:3
0
～
1
7
:0
0
（
2
月
～
1
0
月
）

※
入
館
は
1
6
:3
0
ま
で

開
館

3
0
周

年
記

念
　
　
陶

芸
家

　
和

田
的

展
千
葉
県
出
身
で
現
在
も
千
葉
県
佐
倉
市
で
作
陶
す
る
和
田
的
（
1
9
7
8
～
）
の
初
期
作
品
か
ら
最

新
作
ま
で
、
彫
り
と
削
り
を
極
め
た
作
品
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
陶
芸
以
外
に
も
F
R
P
や
ス
テ
ン
レ
ス
を
用
い
た
造
形
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

７
月
3
0
日
（
日
）
～
1
0
月
９
日
（
月
・
祝
）

9
:3
0
～
1
7
:0
0
（
2
月
～
1
0
月
）

※
入
館
は
1
6
:3
0
ま
で

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
：
　
追

想
　
瀧

田
項

一
≪
場
所
：
２
階
展
示
室
≫

昨
年
２
月
に
9
4
年
の
生
涯
を
と
じ
た
瀧
田
項
一
の
仕
事
を
約
2
0
点
の
作
品
と
資
料
に
よ
っ
て
追

想
し
ま
す
。

手
の
切
れ
る
よ
う
な
白
磁
で
は
な
く
、
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
白
磁
を
標
榜
し
続
け
た
瀧
田

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

７
月
3
0
日
（
日
）
～
1
0
月
９
日
（
月
・
祝
）

9
:3
0
～
1
7
:0
0
（
2
月
～
1
0
月
）

※
入
館
は
1
6
:3
0
ま
で

一
般
6
0
0
円
（
5
5
0
円
）

小
学
生
・
中
学
生
3
0
0
円
（
2
5
0
円
）

6
5
歳
以
上
は
個
人
・
団
体
と
も
に
3
0
0
円

（
）
内
は
2
0
名
以
上
の
団
体
料
金

※
受
付
に
て
年
齢
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
提
示
下
さ

い
。

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
、

祝
日
の
翌
日

※
そ
の
他
、
展
示
替
え
に

よ
る
臨
時
休
館
日
あ
り

【
電
車
】

・
真
岡
鐵
道
益
子
駅
か
ら
徒
歩

約
2
5
分

・
J
R
宇
都
宮
駅
か
ら
関
東
バ
ス

益
子
行
で
約
6
0
分
「
陶
芸
メ
ッ
セ

入
口
」
下
車
徒
歩
約
2
分

【
高
速
バ
ス
】

秋
葉
原
駅
か
ら
関
東
や
き
も
の

ラ
イ
ナ
ー
で
約
2
時
間
3
0
分
「
陶

芸
メ
ッ
セ
入
口
」
下
車
徒
歩
約
2

分 【
車
】

・
北
関
東
自
動
車
道
桜
川
筑
西
Ｉ

Ｃ
か
ら
約
2
0
分

・
北
関
東
自
動
車
道
真
岡
IC
か

ら
約
2
5
分

＜
駐
車
場
＞

無
料
　
約
2
5
0
台

※
益
子
陶
器
市
期
間
中
は
有

料

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
7
5
5
5

F
A
X
　
0
2
8
5
-
7
2
-
7
6
0
0

H
P

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.m
as
h
ik
o
-

m
u
se
u
m
.jp
/

益 子 町

益
子
陶
芸
美
術
館
／

陶
芸
メ
ッ
セ
・
益
子

（
芳
賀
郡
益
子
町
益
子
3
0
2
1
）

益 子 町

益
子
陶
芸
美
術
館
／

陶
芸
メ
ッ
セ
・
益
子

（
芳
賀
郡
益
子
町
益
子
3
0
2
1
）

一
般
6
0
0
円
（
5
5
0
円
）

小
学
生
・
中
学
生
3
0
0
円
（
2
5
0
円
）

6
5
歳
以
上
は
個
人
・
団
体
と
も
に
3
0
0
円

（
）
内
は
2
0
名
以
上
の
団
体
料
金

※
受
付
に
て
年
齢
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
提
示
下
さ

い
。

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
、

祝
日
の
翌
日

※
そ
の
他
、
展
示
替
え
に

よ
る
臨
時
休
館
日
あ
り

【
電
車
】

・
真
岡
鐵
道
益
子
駅
か
ら
徒
歩

約
2
5
分

・
J
R
宇
都
宮
駅
か
ら
関
東
バ
ス

益
子
行
で
約
6
0
分
「
陶
芸
メ
ッ
セ

入
口
」
下
車
徒
歩
約
2
分

【
高
速
バ
ス
】

秋
葉
原

駅
か
ら
関
東
や
き
も
の

ラ
イ
ナ
ー
で
約
2
時
間
3
0
分
「
陶

芸
メ
ッ
セ
入
口
」
下
車
徒
歩
約
2

分 【
車
】

・
北
関
東
自
動
車
道
桜
川
筑
西
Ｉ

Ｃ
か
ら
約
2
0
分

・
北
関
東
自
動
車
道
真
岡
IC
か

ら
約
2
5
分

＜
駐
車
場
＞

無
料
　
約
2
5
0
台

※
益
子
陶
器
市
期
間
中
は
有

料

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
7
5
5
5

F
A
X
　
0
2
8
5
-
7
2
-
7
6
0
0

H
P

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.m
as
h
ik
o
-

m
u
se
u
m
.jp
/
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市
町

名
場

　
所

内
　

容
期

　
間

料
　

金
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

那
珂

川
・
箒

川
ア

ユ
釣

り
解

禁
天

然
ア

ユ
が

遡
上

す
る

那
珂

川
。

解
禁

日
に

は
多

く
の

太
公

望
で

賑
わ

い
ま

す
。

解
禁

日
　

６
月

１
日

（
木

）
【
遊

漁
料

】
年

券
　

　
1
0
,0

0
0
円

日
釣

券
　

 2
,5

0
0
円

那
珂

川
北

部
漁

業
協

同
組

合
0
2
8
7
-
5
4
-
0
0
0
2

黒
羽

観
光

や
な

（
大

田
原

市
黒

羽
向

町
1
6
3
9
）

※
黒

羽
橋

右
岸

や
な

架
設

「
や

な
」
と

は
、

杉
の

丸
太

や
竹

で
水

流
を

せ
き

止
め

、
そ

こ
に

打
ち

上
げ

ら
れ

る
鮎

を
獲

る
昔

な
が

ら
の

漁
具

。
す

ぐ
そ

ば
に

は
鮎

料
理

を
食

べ
ら

れ
る

や
な

場
が

隣
接

し
て

い
ま

す
。

7
月

中
旬

～
1
0
月

末
（
予

定
）

※
や

な
場

は
５

月
１

日
（
月

）
か

ら
1
1
月

1
5

日
水

）
ま

で
営

業
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

【
電

車
】

・
J
R

宇
都

宮
線

那
須

塩
原

駅
か

ら
大

田
原

市
営

バ
ス

雲
巌

寺
線

で
約

3
0
分

「
く
ら

し
の

館
」
下

車
徒

歩
約

５
分

【
車

】
・
東

北
自

動
車

道
西

那
須

野
塩

原
IC

か
ら

約
3
0
分

・
東

北
自

動
車

道
矢

板
IC

か
ら

約
4
0
分

黒
羽

観
光

や
な

0
2
8
7
-
5
4
-
0
0
8
7

黒
川

・
行

川
（
な

め
が

わ
）

鹿
沼

市
街

地
を

流
れ

る
黒

川
は

、
日

光
市

南
部

を
源

流
と

し
て

、
上

流
で

は
ヤ

マ
メ

や
イ

ワ
ナ

が
生

息
す

る
清

流
で

す
。

上
流

の
板

荷
地

区
に

は
そ

の
清

流
を

活
か

し
た

「
せ

せ
ら

ぎ
プ

ー
ル

」
が

あ
り

、
市

民
の

憩
い

の
場

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
ア

ユ
釣

り
シ

ー
ズ

ン
に

は
太

公
望

で
に

ぎ
わ

い
ま

す
。

渓
流

：
３

月
１

日
（
水

）
鮎

：
本

部
地

区
・
行

川
地

区
・
板

荷
地

区
　

　
  
６

月
３

日
（
土

）
※

川
化

橋
上

流
・
小

来
川

地
区

の
鮎

の
放

流
は

あ
り

ま
せ

ん

［
渓

流
］
日

釣
券

2
,0

0
0
円

※
当

日
購

入
4
,0

0
0
円

［
 鮎

 ］
日

釣
券

2
,5

0
0
円

※
当

日
購

入
5
,0

0
0
円

黒
川

漁
業

協
同

組
合

(大
塚

宅
)

T
E
L
　

0
9
0
-
8
8
0
7
-
3
3
4
1

※
2
0
時

以
降

の
お

電
話

は
ご

遠
慮

く
だ

さ
い

小
倉

川
（
粟

野
川

・
思

川
・
大

芦
川

）

思
川

は
前

日
光

「
横

根
山

」
を

源
流

と
し

、
思

川
の

上
流

は
粕

尾
川

と
呼

ば
れ

て
い

ま
す

。
南

に
下

る
に

し
た

が
っ

て
、

粟
野

川
、

大
芦

川
な

ど
と

合
流

し
水

量
が

増
し

ま
す

。
水

量
が

安
定

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
夏

に
は

多
く
の

ア
ユ

釣
り

客
で

に
ぎ

わ
い

ま
す

。
ま

た
、

大
芦

川
と

の
合

流
点

付
近

で
は

、
地

元
の

「
か

っ
ぱ

伝
説

」
に

ち
な

み
、

「
小

倉
川

」
と

呼
ば

れ
て

い
ま

す
。

渓
流

：
３

月
1
2
日

（
日

）
鮎

：
６

月
1
1
日

（
日

）

［
渓

流
］
日

釣
券

2
,2

0
0
円

※
当

日
購

入
4
,0

0
0
円

［
 鮎

 ］
2
1
万

尾
放

流
日

釣
券

2
,5

0
0
円

※
当

日
購

入
5
,0

0
0
円

小
倉

川
漁

業
協

同
組

合
T
E
L
　

0
2
8
9
-
7
8
-
5
4
9
8

※
2
0
時

以
降

の
お

電
話

は
ご

遠
慮

く
だ

さ
い

大
芦

川
（
西

大
芦

地
区

内
）

流
域

が
二

股
に

分
か

れ
て

お
り

、
西

沢
に

は
大

天
狗

で
知

ら
れ

る
古

峯
神

社
や

古
峰

ヶ
原

高
原

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

が
あ

り
ま

す
。

東
沢

は
大

滝
を

源
流

と
す

る
手

付
か

ず
の

自
然

が
残

る
清

流
で

、
純

血
種

の
ニ

ッ
コ

ウ
イ

ワ
ナ

の
生

息
地

と
し

て
知

ら
れ

て
い

ま
す

。
下

流
は

渓
魚

と
鮎

が
共

生
す

る
比

較
的

緩
や

か
な

流
れ

で
夏

場
の

水
遊

び
な

ど
に

も
人

気
が

あ
り

ま
す

。

渓
流

：
４

月
２

日
（
日

）
午

前
５

時
鮎

：
６

月
1
8
日

（
日

）
夜

明
け

［
渓

流
］
日

釣
券

2
,2

0
0
円

※
当

日
購

入
4
,4

0
0
円

［
 鮎

 ］
栃

木
県

産
1
0
万

尾
放

流 日
釣

券
-
解

禁
日

は
2
,7

0
0
円

、
解

禁
翌

日
は

2
,4

0
0
円

※
当

日
は

各
同

値
割

増
)

西
大

芦
漁

業
協

同
組

合
（
上

澤
宅

）
T
E
L
　

0
2
8
9
-
7
4
-
2
6
2
9

※
2
0
時

以
降

の
お

電
話

は
ご

遠
慮

く
だ

さ
い

荒
井

川

荒
井

川
は

上
久

我
寄

栗
地

区
の

上
流

に
あ

る
大

滝
を

源
流

と
し

て
下

久
我

、
加

園
、

野
尻

に
至

る
1
8
㎞

を
流

れ
、

大
芦

川
と

合
流

し
ま

す
。

上
流

に
は

「
加

蘇
山

神
社

」
、

一
根

千
幹

の
神

木
「
千

本
桂

」
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
渓

流
釣

り
や

ア
ユ

釣
り

も
楽

し
め

、
水

の
き

れ
い

な
み

ん
な

の
川

と
し

て
、

親
し

ま
れ

て
い

ま
す

。

渓
流

：
４

月
１

日
（
土

）
夜

明
け

鮎
：
未

決
定

［
渓

流
］
日

釣
券

1
,7

0
0
円

［
 鮎

 ］
1
2
,0

0
0
尾

放
流

(参
考

：
日

釣
券

2
,2

0
0
円

、
全

魚
種

年
券

7
,0

0
0
円

)

荒
井

川
漁

業
協

同
組

合
（
鈴

木
宅

）
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
2
-
7
0
7
6

※
2
0
時

以
降

の
お

電
話

は
ご

遠
慮

く
だ

さ
い

施
設

オ
ー

プ
ン

、
釣

り
解

禁
等

　
各

種
情

報

大 田 原 市 鹿 沼 市
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市
町

名
場

　
所

内
　

容
期

　
間

料
　

金
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

施
設

オ
ー

プ
ン

、
釣

り
解

禁
等

　
各

種
情

報

粕
尾

川
鹿

沼
市

下
粕

尾
松

崎
～

上
流

前
日

光
「
横

根
山

」
を

源
流

と
す

る
思

川
は

北
関

東
随

一
の

渓
谷

美
を

誇
り

ま
す

。
思

川
の

上
流

は
粕

尾
川

と
呼

ば
れ

、
ヤ

マ
メ

や
イ

ワ
ナ

が
生

息
す

る
清

流
で

す
。

春
は

渓
流

釣
り

で
、

夏
は

ア
ユ

釣
り

で
多

く
の

太
公

望
で

に
ぎ

わ
い

ま
す

。
ま

た
、

秋
に

は
川

沿
い

の
樹

木
や

遠
く
の

山
並

み
が

紅
葉

し
、

見
事

な
景

観
を

見
せ

て
く
れ

ま
す

。

渓
流

：
３

月
2
5
日

（
土

）
7
:0

0
～

鮎
：
７

月
２

日
（
日

）
夜

明
け

［
渓

流
］
日

釣
券

2
,0

0
0
円

※
当

日
購

入
4
,0

0
0
円

［
 鮎

 ］
稚

魚
1
8
万

尾
放

流
(参

考
：
日

釣
券

2
,5

0
0
円

、
現

場
売

日
釣

券
5
,0

0
0
円

)

粕
尾

漁
業

協
同

組
合

（
須

藤
宅

）
T
E
L
　

0
2
8
9
-
8
3
-
0
5
4
3

※
2
0
時

以
降

の
お

電
話

は
ご

遠
慮

く
だ

さ
い

永
野

川
鹿

沼
市

下
永

野
字

倉
木

地
先

倉
木

橋
～

永
野

川
・
支

流
（
会

沢
川

・
塩

沢
川

・
大

鹿
川

・
寺

沢
川

）

鹿
沼

南
西

部
の

永
野

地
区

を
流

れ
る

永
野

川
は

、
上

流
に

百
川

渓
谷

と
呼

ば
れ

る
渓

谷
が

あ
り

、
た

い
へ

ん
き

れ
い

な
清

流
で

す
。

そ
の

渓
谷

に
あ

る
三

段
の

滝
は

素
晴

ら
し

い
景

観
で

す
。

ま
た

永
野

地
区

で
は

、
そ

ば
の

栽
培

が
盛

ん
で

多
く

の
そ

ば
店

が
店

を
連

ね
て

い
ま

す
。

渓
流

：
３

月
2
1
日

（
火

・
祝

）
鮎

：
７

月
９

日
（
日

）
鮎

：
非

公
表

(参
考

：
日

釣
券

1
,7

0
0
円

)

下
都

賀
漁

業
協

同
組

合
T
E
L
　

0
2
8
5
-
2
2
-
0
4
0
2

※
9
:0

0
～

1
6
:0

0
※

土
日

祝
を

除
く

鹿 沼 市
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市
町

名
場

所
／

区
間

等
内

　
　

容
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

古
峰

ヶ
原

高
原

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

日
光

開
山

に
先

立
ち

、
勝

道
上

人
は

鹿
沼

の
山

で
3
年

間
の

修
業

を
し

ま
し

た
。

そ
の

修
験

の
場

「
深

山
巴

の
宿

（
ジ

ン
ゼ

ン
ト

モ
エ

ノ
シ

ュ
ク

）
」
が

あ
る

の
が

古
峰

ヶ
原

高
原

で
す

。
深

山
巴

の
宿

は
そ

の
名

の
由

来
と

な
っ

た
天

然
の

「
巴

形
の

水
路

」
が

確
認

で
き

、
当

時
へ

と
思

い
を

馳
せ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
南

方
面

の
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
で

は
天

狗
の

庭
、

三
枚

石
な

ど
の

名
所

が
楽

し
め

ま
す

。
北

側
に

は
行

者
沼

や
行

者
岳

を
経

て
地

蔵
岳

・
夕

日
岳

へ
向

か
う

登
山

道
が

あ
り

、
尾

根
筋

に
あ

た
る

こ
と

か
ら

眺
望

を
楽

し
み

な
が

ら
歩

け
ま

す
。

こ
の

ル
ー

ト
が

ま
さ

に
勝

道
上

人
の

日
光

開
山

の
道

で
、

薬
師

岳
を

越
え

、
茶

ノ
木

平
へ

と
伸

び
て

い
ま

す
。

○ 約 1
2

km

　 古 峯 神 社

→ 9
0 分

　 古 峰 ヶ 原 高 原

→ 4
5 分

　 三 枚 岩
→ 1
5 分

　 方 塞 山
→ 1
5 分

　 三 枚 岩
→ 4
5 分

　 古 峰 ヶ 原 高 原

→ 9
0 分

　 古 峯 神 社

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
古

峰
原

線
」

東
武

日
光

線
新

鹿
沼

駅
か

ら
6
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

7
0
分

「
古

峯
神

社
」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

5
0
分

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
6
0
7
0

・
鹿

沼
市

観
光

交
流

課
　

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
3
-
2
3
0
3

○ 約 6 km

　 石 裂
→ 1
0 分

　 加 蘇 山 神 社

→ 2
0 分

　 休 憩 所
→ 5 分

　 千 本 桂
→ 2
0 分

　 中 の 宮
→ 1
5 分

　 奥 の 宮
→ 4
5 分

　 東 剣 ノ 峰

→ 1
0 分

　 西 剣 ノ 峰

→ 2
5 分

　 石 裂 山
→ 1
5 分

　 月 山
→ 6
0 分

　 休 憩 所
→ 2
0 分

　 加 蘇 山 神 社

→ 1
0 分

　 石 裂

横
根

高
原

周
廻

コ
ー

ス
（
井

戸
湿

原
周

廻
）

方
塞

山
・
横

根
山

、
井

戸
湿

原
と

い
っ

た
名

所
満

載
の

コ
ー

ス
で

す
。

季
節

の
花

々
や

紅
葉

、
野

鳥
や

虫
の

声
な

ど
を

た
っ

ぷ
り

楽
し

め
ま

す
。

６
月

頃
に

な
る

と
青

葉
の

広
葉

樹
林

は
エ

ゾ
ハ

ル
ゼ

ミ
の

涼
し

げ
な

声
に

包
ま

れ
ま

す
。

湿
原

で
は

2
0
種

を
超

え
る

花
が

お
出

迎
え

。
拠

点
と

な
る

ハ
イ

ラ
ン

ド
ロ

ッ
ジ

に
宿

泊
す

れ
ば

、
満

点
の

星
空

が
期

待
で

き
ま

す
。

特
に

夏
は

早
い

時
刻

に
天

の
川

が
現

れ
、

そ
の

存
在

を
肉

眼
で

も
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
※

生
態

系
維

持
の

た
め

、
ペ

ッ
ト

を
連

れ
て

の
ハ

イ
キ

ン
グ

は
で

き
ま

せ
ん

。

○ 約 4
.7 km

　 前 日 光 ハ イ ラ ン ド ロ ッ ジ

→ 2
5 分

　 象 の 鼻 展 望 台

→ 1
5 分

　 井 戸 湿 原

→ 2
0 分

　 横 根 山
→ 5
0 分

　 前 日 光 ハ イ ラ ン ド ロ ッ ジ

【
車

】
東

北
自

動
車

道
栃

木
IC

か
ら

7
0
分

東
北

自
動

車
道

鹿
沼

IC
か

ら
8
0
分

・
前

日
光

ハ
イ

ラ
ン

ド
ロ

ッ
ジ

　
T
E
L
　

0
2
8
8
-
9
3
-
4
1
4
1

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
6
0
7
0

高
鳥

屋
山

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

鹿
沼

市
酒

野
谷

の
平

地
に

ぽ
つ

ん
と

佇
む

、
標

高
3
2
0
ｍ

の
高

鳥
屋

山
。

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

が
整

備
さ

れ
、

初
心

者
や

子
ど

も
で

も
安

心
し

て
楽

し
め

る
山

で
す

。
コ

ー
ス

が
５

つ
設

定
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
い

ず
れ

も
山

頂
尾

根
に

つ
な

が
っ

て
い

て
四

方
の

眺
望

が
楽

し
め

ま
す

。

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
南

摩
線

」
東

武
日

光
線

新
鹿

沼
駅

か
ら

1
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

2
5
分

「
出

会
い

の
森

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

2
0
分

・
出

会
い

の
森

総
合

公
園

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
3
3
2
1

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
6
0
7
0

鹿 沼 市

　
①

愛
宕

コ
ー

ス
　

　
　

　
　

1
.4

㎞
、

5
0
～

8
0
分

　
②

ふ
れ

あ
い

コ
ー

ス
　

　
 0

.5
㎞

、
2
0
～

3
0
分

　
③

大
沢

コ
ー

ス
　

　
　

　
　

0
.8

㎞
、

2
0
～

4
0
分

　
④

滝
の

沢
コ

ー
ス

　
　

　
 1

.0
㎞

、
3
0
～

5
0
分

＜
し

っ
か

り
し

た
装

備
・
服

装
で

、
安

全
に

お
楽

し
み

く
だ

さ
い

＞
　

詳
細

は
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

「
鹿

沼
日

和
」
で

ご
確

認
く
だ

さ
い

。
こ

れ
は

必
携

?!
 鹿

沼
登

山
ガ

イ
ド

「
山

歩
路

(さ
ん

ぽ
み

ち
)」

市
内

観
光

施
設

で
好

評
配

布
中

！

登
山

・
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
情

報

行
程

・
距

離

石
裂

山
回

遊
登

山
ル

ー
ト

標
高

は
頂

上
で

も
8
9
0
ｍ

と
高

く
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
鎖

や
は

し
ご

な
ど

が
設

置
さ

れ
た

変
化

に
富

ん
だ

山
で

す
。

本
格

的
な

登
山

コ
ー

ス
と

認
識

し
て

、
き

ち
ん

と
し

た
装

備
で

入
山

し
て

く
だ

さ
い

。
登

山
口

は
加

蘇
山

神
社

社
務

所
か

ら
5
0
0
ｍ

ほ
ど

奥
に

あ
る

「
下

の
宮

」
。

途
中

に
は

栃
木

県
の

天
然

記
念

物
「
千

本
桂

」
や

鎖
を

頼
り

に
登

る
「
行

者
返

し
の

岩
」
な

ど
名

所
が

次
々

と
現

れ
ま

す
。

行
者

返
し

の
岩

ま
で

は
主

に
針

葉
樹

林
か

つ
沢

沿
い

ル
ー

ト
で

も
あ

る
た

め
、

夏
で

も
ひ

ん
や

り
し

た
空

気
に

包
ま

れ
て

い
ま

す
。

奥
の

宮
か

ら
尾

根
筋

に
出

る
と

、
爽

や
か

な
風

が
吹

き
わ

た
り

、
心

地
よ

く
歩

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
上

久
我

線
」
１

日
２

本
）

東
武

日
光

線
新

鹿
沼

駅
か

ら
4
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

5
0
分

「
石

裂
山

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

4
0
分

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
6
0
7
0

・
鹿

沼
市

観
光

交
流

課
　

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
3
-
2
3
0
3
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市
町
名

場
　
所

催
　
　
し

会
　
期

料
　
金

休
館

日
交

通
ア
ク
セ
ス

備
考

問
い
合

わ
せ

益 子 町

フ
ォ
レ
ス
ト
益
子
／
益
子
町

天
体
観
測
施
設
ス
ペ
ー
ス

2
5
0

（
芳
賀
郡
益
子
町
益
子
4
2
3
1
）

満
月

観
望

会
満
月
を
迎
え
る
月
を
観
測
し
ま
す
。

６
月
１
日
（
木
）
～
４
日
（
日
）

1
9
:0
0
～
2
1
:0
0

大
人
4
0
0
円

小
・
中
学
生
2
0
0
円

※
参
加
日
の
７
日
前
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込

み
く

だ
さ
い
。

水
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）
、
年
末

年
始

【
電
車
】

真
岡
鐵
道
益
子
駅
か
ら
タ
ク

シ
ー
で
約
1
0
分

【
バ
ス
】

J
R
宇
都
宮
駅
西
口
か
ら
関
東

バ
ス
益
子
行
で
約
6
0
分
「
益
子

参
考
館
入
口
」
下
車
徒
歩
約
1
5

分 【
高
速
バ
ス
】

秋
葉
原
駅
か
ら
関
東
や
き
も
の

ラ
イ
ナ
ー
で
約
２
時
間
3
0
分
「
益

子
駅
」
下
車
タ
ク
シ
ー
で
約
1
0

分 【
車
】

・
北
関
東
自
動
車
道
桜
川
筑
西

IC
か
ら
約
2
5
分

・
北
関
東
自
動
車
道
真
岡
ＩＣ

か
ら
約
3
0
分

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
に
よ

り
、
変
更
又
は
中
止
に

な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

・
悪
天
候
時
は
中
止

（
1
7
:0
0
頃
開
催
可
否
決

定
）

・
観
望
会
開
催
日
以
外

は
、
５
人
以
上
か
ら
受
付

・
駐
車
場
無
料

　
（
約
5
0
台
）

フ
ォ
レ
ス
ト
益
子
／
益
子
町

天
体
観
測
施
設
ス
ペ
ー
ス

2
5
0

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
0
-
3
3
0
5

H
P

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.t
o
w
n
.m
as
h
ik

o
.t
o
c
h
ig
i.j
p
/
p
ag
e
/
p
ag
e
0
0

0
7
0
2
.h
tm

l

天
　
体
　
観
　
測
　
情
　
報
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塩原温泉ビジターセンター  ～塩原の四季と森を楽しむ自然学習プログラム～ 

・夏休み自由研究企画 ミヤマクワガタミステリーツアー   受付開始 ７月 3 日 

ミヤマクワガタの生態を通して塩原の森をみてみよう！       

塩原に元気なちびっこ・ご家族大集合！  

塩原の森に生息するミヤマクワガタの生態・飼育法を学びながら飼育セットを完成させます。 

大人も楽しめるビジターセンターが贈る伝統の夏休みプログラム。 

 

期 間：２０２3 年 8 月 5 日（土） 

                          ２０２3 年 8 月 6 日（日）  

                      時 間：9：30～12：00 

                      参加費：2,000 円（宿泊参加者 1,000 円） 

                      定 員：各回１５名 

 

・「山の日」を楽しむ！塩原温泉ビジターセンター夏まつり    受付開始 ７月１０日～ 

「森の素材で作ってみよう」夏の森編 

塩原の森や樹木を学習しながら、大人から子供まで対象の各種プログラムを準備しております。例

えば、塩原の森で育まれた木の実を使った「フォトフレーム」や「壁飾り」制作。 

 

期 間：２０２3 年 8 月 11 日（金・祝）～ 

                          ２０２3 年 8 月 20 日（日）  

                      時 間：9：30～14：00 

                      参加費：各種制作プログラム（約３０分～９０分） 

500 円～１５００円（宿泊参加者半額） 

                      定 員：各回 2５名 

 

※詳しくはホームページでご確認をお願いいたします。  

        http://www.siobara.or.jp/vc/ 

 

アクセス 

車 ：東北自動車道 西那須野・塩原 IC より３０分 

電 車：JR 東北新幹線 那須塩原駅または西那須野駅より JR バス塩原温泉行４５分 

    七つ岩吊り橋下車徒歩５分 

駐車場：無料 （普通車 30 台 大型バス 3 台） 

日光国立公園 自然公園情報センター 

塩原温泉ビジターセンター 

〒329-2921 那須塩原市塩原前山国有林 

TEL/FAX  0287-32-3050 

開館時間 9：00～16：30 入館無料 

休館日  毎週火曜日（祝日の場合翌日） 
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物
語
に
登
場
す
る
「
も
の
」

と
き
に
主
人
公
で
あ
り
、

と
き
に
相
棒
と
し
て
登
場
す
る
「
も
の
」

私
た
ち
と
物
語
を
つ
な
ぐ
縁
で
あ
る

彼
ら
に
会
い
に
来
ま
せ
ん
か

６
月 

　
日
（
日
）
ま
で

令
和
５
年
４
月
　
日
（
土
）
よ
り

ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
は
か
つ
て
、

瑠
璃
と
呼
ば
れ
た

人
類
史
上
最
初
期
の
宝
石
で
す
。

古
来
よ
り
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
こ
の
石
は

ま
た
多
く
の
物
語
に
登
場
し
ま
す
。

作
者
は
そ
の
深
く
美
し
い
青
を

海
や
宇
宙
に
例
え
ま
し
た
。

〒329-2752

　
栃
木
県
那
須
塩
原
市
三
島
五
丁
目
一
番
地

デ
ン
ワ:0287-36-0949 

フ
ァ
ッ
ク
ス:0287-36-0979

休
館
日
：
月
曜
日(

休
日
の
場
合
は
開
館) 

観
覧
料
：
一
般
３
０
０
円
、
高
校
生
・
大
学
生
２
０
０
円
、
小
学
生
・
中
学
生
１
０
０

円(

20
名
以
上
の
団
体
は
各
50
円
引
き)

開
館
時
間
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で(

展
示
室
へ
の
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で)

協
力
：
那
須
塩
原
市
図
書
館 

み
る
る
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る

り

う

み

そ

ら

も
の
が
た
り

と
う
じ
ょ
う

し

ゅ

じ

ん

こ

う

あ

い

ぼ

う

と
う
じ
ょ
う

わ
た
し

も
の
が
た
り

よ
す
が

か

れ

あ

き

よ

じ
ん
る
い
し
じ
ょ
う
さ

い

し

ょ

き

ほ
う
せ
き

こ

ら

い

お
お

ひ
と

あ

い

い

し

お
お

も
の
が
た
り

と
う
じ
ょ
う

さ
く
し
ゃ

ふ

か

う
つ
く

あ

お

た
と
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関
連
行
事

物
語
を
読
ん
で
い
る
と
、
時
折
出
て
く
る

動
物
や
植
物
。

宝
石
や
石
の
名
前
。

な
ん
と
な
く
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
本
物

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

今
回
の
展
示
で
は
、
標
本
と
、
そ
れ
が
出

て
く
る
物
語
を
一
緒
に
紹
介
し
ま
す
。

物
語
で
語
ら
れ
て
い
る
似
姿
と
本
物
と
は

ど
の
く
ら
い
似
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
物
語
の
作
者
は
ど
こ
に
創
造
の
種

を
見
つ
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。展

示
解
説
会

無
料
観
覧
日

山
は
オ
ラ
達
の
住
処
。

勝
手
に
な
く
さ
ん
で

も
ら
い
た
い
。

こ
れ
は
生
き
物
全
て

の
願
い
じ
ゃ
。

『
平
成
狸
合
戦
ぽ
ん
ぽ
こ
』
よ
り

明
日
、
わ
た
し
た
ち

は
未
知
の
国
に
姿

を
消
す『

失
わ
れ
た
世
界
』
よ
り

よ

と
き
お
り
で

ど
う
ぶ
つ

し
ょ
く
ぶ
つ

ほ
う
せ
き

い
し

な

ま

え

し

ほ
ん
も
の

み

こ
ん
か
い

て

ん

じ

ひ
ょ
う
ほ
ん

で

も
の
が
た
り

い
っ
し
ょ

し
ょ
う
か
い

も
の
が
た
り

か
た

に
す
が
た

ほ
ん
も
の

に

も
の
が
た
り

さ
く
し
ゃ

そ
う
ぞ
う

た
ね

み

も
の
が
た
り
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◎木の実とタネ展 

 

 

 

 
 
 

 
 

                                  

 
 

 

 
 
 
 

 
 

虫を食べる世にも変わった「食虫植物」が集まります。

人気のウツボカズラやサラセニアといった袋ものから動

いて捕まえるハエトリソウなど虫を食べる植物の生態は

自由研究にもぴったりです。 

開催期間：７月 1５日（土）～９月３日（日） 

栃木県誕生１５０年記念イベント 

食虫植物展期間中 小人料金免除（予定） 

花が終わったあとにできる木の実やタネは子孫

を残すため様々な形をしています。 

今回は身近な木の実から世界の変わった木の実

やタネを展示します。 

世界一大きな木の実や豆をぜひごらんください。 

開催期間：６月３日（土）～７月９日（日） 

。 

◎食虫植物展 

☆７月の体験教室☆  

10：30～、13：30～ 各回 12 名 

２(日) 観葉植物の寄せ植え 5，000 円 

29(土) 夏のハーバリウム   1，800 円 

 

                                                  

とちはなちゃんドーム７月の見頃の花  

  

  

  

  ウコン        グアバの実 

 

場所：とちぎ花センター  栃木県栃木市岩舟町下津原 1612 

休園日：月曜日（休日の場合は翌日)、その他特定日  

開園時間：2～10 月／9：30～16：30  11～1 月／9：30～16：00 

とちはなちゃんﾄﾞｰﾑ入館料：大人 410 円 小人 200 円 

15 名様から団体料金 大人 330 円 小人 160 円 

☆園内への入園は無料です！ドームへの入館のみ有料です。 

アクセス：お車でお超しの場合 

東北自動車道 佐野・藤岡 IC から 5 分 ／ 北関東自動車道 佐野田沼 IC から 25 分 

電車でお越しの場合 

ＪＲ栃木駅からふれあいバス岩舟線で約 30 分 

駐車場：無料  お問い合わせ：電話 0282-55-5775  http://florence.jp 
ペット同伴 OK です。とちはなちゃんドームにも入れます！ 

（※園内では必ずリードを着用し、マナーを守ってください。） 

とちはなちゃん 

時  間：９：3０～１６：３０ 

最終入館：１６：0０ 

会  場：とちはなちゃんドーム 

入 館 料：大人 410 円 小人 200 円 

 

フタゴヤシ         ライオンゴロシ 
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とちぎわんぱく公園 

わんぱく公園で様々な自然体験を〔壬生町〕 

     

ヤギと友だちになろう    雨天でも安心♪屋内施設『こどもの城』 

 

とちぎわんぱく公園は、日常では経験できない体験メニューなど、お子さんから大人の方まで楽

しめるイベントが盛りだくさんです。また、オオムラサキの放蝶会やムシが集まる木をさがして

みようなど、様々なイベントを開催します。ぜひとちぎわんぱく公園にお越しください。 

※イベントは予告なく変更・中止になる場合があります。予めご了承ください。 

６～7 月のとちぎわんぱく公園のイベント  ◆当日申込 ★事前申込（１か月前から受付） 

◆第３６回 栃木県営都市公園写真コンクール 入賞作品展 

昨年度開催された、「第３６回 栃木県営都市公園写真コンクール」の 

入賞作品19 点を展示します。栃木県営都市公園の魅力溢れるシーン 

を収めた作品の数々をぜひご覧ください。 

  日 時：６月１日（木）～6 月３０日（金）９：３０～１７：００ 

  場 所：こどもの城ステージ  観覧料：無料 

 

◆ふれあいイベント 

工作や遊びなど、様々な体験を家族で楽しめます。 

  日 時：６月3 日（土）１０：００～１４：３０（随時受付） 

場 所：風の原っぱ  参加費：無料 

その他：雨天時、翌日順延 

 

◆栃木県民の日協賛 ふしぎの船入館無料 

6 月15 日は栃木県民の日。科学の原理や人間の生理を利用した８つの 

ふしぎを体験しよう！ 

日 程：６月１０日（土）・６月１１日（日）・６月１５日（木） 

  場 所：ふしぎの船  入館料：当日は無料 

 

★親子で『七色お皿』をつくろう 

色粘土で小さな球体を作り、その組み合わせで器をデザインします。 

約１０cm の器を親子で２つ制作します。作品は後日引き取りとなります。 

  日 時：6 月１７日（土）１０：００～１２：００／１３：００～１５：００ 

場 所：ぱなぱな工房  対 象：小学生の親子（２人１組）   

定 員：各回６組  参加費：１，５００円（１組）   

  持ち物：汚れてもよい服装、タオル  その他：爪は短く 
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◆ヤギと友だちになろう 

双子のヤギ、はな（姉）&そら（弟）に餌やり体験！ 

  日 時：６月１８日（日）１０：００～１１：００ 

場 所：なかよし農園ヤギ舎  定 員：１０組  参加費：１００円（１組） 

  その他：雨天中止 

 

★オオムラサキの放蝶会 

 オオムラサキの生態を観察して学んでみよう！！ 

  日 時：６月２４日（土）１０：００～１１：３０  場 所：ぱなぱな工房 

  対 象：４歳～小学生の親子（２人１組）  定 員：８組  参加費：無料 

 

★ムシが集まる木をさがしてみよう 

人気のある虫の居場所を回るコースを歩きます。園内の樹木や環境が 

昆虫のくらしにどのように結びついているのかを探ります。 

日 時：７月2 日（日）８：４０～１０：３０ 

受付場所：ぱなぱな工房（活動は園内）  対 象：親子  定 員：8 組 

参加費：無料  その他：手足の露出は少なめに。小雨決行。 

 

★カヌー体験教室 

カヌーの初歩的な操作を学び、ゲームなどを通して楽しく技術を習得します。 

日 程：７月１6 日（日）・７月１７日（月祝） 

時 間：10：0０～１２：００／１３：３０～１５：３０ 

受付場所：カヌーの家（活動は冒険の湖）  対 象：小学3 年生以上  

定 員：各日各回12 名  参加費：1,５00 円   

  持ち物：帽子、タオル、飲み物、着替え、濡れてもよい靴、眼鏡使用の方はメガネバンド 

  その他：小雨決行 

 

○入 園 料  無料 

○交通ガイド  電車：東武宇都宮線おもちゃのまち駅下車 約２．５Ｋｍ（車で５分） 

         車 ：北関東自動車道壬生Ｉ.C から約２Ｋｍ（約３分） 

          ：北関東自動車道壬生ハイウェーパークから徒歩２分 

○駐 車 場  約１，０００台（無料） 

○問い合わせ  とちぎわんぱく公園管理事務所（栃木県下都賀郡壬生町大字国谷２２７３） 

        TEL 0282－86－5855  FAX 0282－86－5860 

        URL https://www.park-tochigi.com/wanpaku/  わんぱく公園   検索  
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〔真岡市〕 

     

 

 「マンプー」の愛称で栃木県民から親しまれているプールです。開園当時の水面積は、なん

と10,500平方メートル。1人1平方メートルとして、1万人もの人が泳げることから「一万人

プール」と名づけられました。現在の総面積でも 68,000 平方メートルあり、県内最大級のプ

ールです。1周400ｍの流れるプールや、200ｍ＆150ｍの2本立てのウォータースライダーに、

波のプール、じゃぶじゃぶ池など7つのプールがあります。 

子ども向けのプールもあるので、家族連れでも楽しめます。 

一万人プールは今年で50周年を迎えます。オープンイベントに加え、50周年記念イベント

を予定しています。ご来場お待ちしております。 

 

○場   所  井頭公園 一万人プール（真岡市下籠谷99） 

○日   時  先行オープン 令和5年 7月 8日(土)、9日(日) 

               ※波のプール、ちびっこプールのみ営業 

本オープン  令和5年 7月 14日(金)から8月 31日(木)まで 

プール営業時間 午前9時から午後5時まで ※入場は午後4時まで 

        期間中は荒天を除き無休で営業します 

○入 場 料  有料 (料金はホームページにてお知らせします) 

        https://www.park-tochigi.com/pool/ 

○交通ガイド  北関東自動車道 真岡ICより車で10分 

○駐 車 場  約 1,600台  ※プール営業期間は東駐車場のみ有料となります  

○問 合 せ  井頭公園管理事務所 

        Tel 0285－83－3121 

        Fax 0285－84－7456 

        https://www.park-tochigi.com/igashira/ 
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